
令和３年度 第２回 東北地方ダム管理フォローアップ委員会 
議 事 概 要 

開催日時：令和 4年 2月 18 日 

      開催場所：仙台合同庁舎 Ｂ棟 災害対策室 

 

 議題：定期報告（案）に関する共通事項 

【指摘事項】 

▶ダム湖の特定外来生物の駆除は、初期防除が重要であるため、ダムの貯水池運用状

況等に応じて、地域と連携しつつ適切に対処すること。 

 

▶ダム湖における外来種の侵入前の「生態系の理想像」を、水中ドローン等を活用して

映像として記録しておくとよい。また、地域住民と理想像を共有できるよう、記録

した映像等を活用したダム湖の広報に取り組むこと。 

 

 

 議題：（１）浅瀬石川ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項なし】 

 

 議題：（２）津軽ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項なし】 

 

 議題：（３）鳴子ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項】 

  ▶ダム下流の減水区間は、可能な限り無水期間を減らすよう、引き続き検討するこ

と。 

  ▶管理開始から 63 年経過しており、ダムと地域との繋がりの時系列的な課題や問題を

把握し、水源地域動態を長期間で評価すること。 

 

 議題：（４）月山ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項】 

  ▶田麦俣集落の住宅は貴重な文化財であり、月山ダムと田麦俣地区の回遊性等に着目

して、地域活性化の状況を把握すること。 

▶イタチハギからヤナギへの植生転換試験は、イタチハギ群落が再進入・再拡大した

要因を含めて、他のダムへ情報共有できるように試験結果を整理すること。 

 

 議題：（５）森吉山ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項】 

▶落ち葉は、大腸菌群数の負荷源とならないため記載から削除すること。また、点源

負荷源も可能性で記載することは適切で無いため、表現を改めること。 

▶貯留水の有効活用は、試行内容を誤解の無いように記載すること。 

▶水源地域ビジョンの推進にあたっては、周辺の観光地点や大館能代空港や秋田内陸

縦貫鉄道との連携等、戦略性を持って取り組むこと。 

 

以上 


